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団子 坂の 菊人形の 話に つづいて、 半 七 老人 は 更に 「蟹 

のお 角」 について 語り 出した。 団子 坂で 外国人ら の 馬 

をぬ すんだ 一件 は、 馬丁 平吉の 召し捕り によって ひと 

らく ぢゃく 

先ず 落着した が、 その 関係者の 一人た る 蟹のお 角 は 

早く も 姿 をく らまして、 ゆくえ 不明と なった。 した 

が つ て、 この 物語 は 前者の 姉妹 篇と でも 云うべき もの 

である。 

「蟹のお 角と いう 女 は、 だんだん 調べて みると 札付き 

の 莫連 もので、 蟹の 彫り もの は 両腕 ばかりでなく、 両 



せる という 噂が 立って、 江戸の 人間 はいよ いよ 異人 を 

嫌うよう になり ました。 中には 異人が 魔法 を 使う の、 

狐 を 使う の、 鼠 を 放す のと、 まことしやかに 云い 觸ら 

す 者 も ある。 麻疹 は 六月の 末から ますます 激しくな つ 

たな また う ら ま. ん 

て、 七月の 七夕 も 盂蘭盆 もめち やめち やでした。 なに 

とむらい 

しろ 日本 橋の 上 を 通る 葬礼の 早 桶が 毎日 二百 も 続いた 

というの ですから、 お 察しく ださい。 

それでも 達者で 生きて いる 者 は、 中元の 礼 を 見合わ 

せる わけに も 行きません。 わたくしの 子分の 多吉 とい 

う 奴が、 七月 十一 日の ゆう 方に、 本 所の 番 場まで 中元 

の 砂糖 袋 を さげて 行って、 その 帰りに 両国の 方へ む 



「親分、 御無沙汰 を 致しました」 

「あら、 三ち やん かえ」 と、 お 仙が 先ず 声をかけた。 

「ええ、 三 五郎です よ。 お 迎ぃ火 を 焚いて いると ころ 

しょ ラり よ-つ 

へ、 飛んだ お 精霊 さまが 来ました よ」 と、 彼 は 笑い 

ながら 会釈した。 

彼 は 高 輪の 弥平 という 岡つ 引の 子分の 三 五郎で、 江 

戸から 出 役の 与力に 付いて、 二、 三年 前から 横 浜へ 

行って いるので あった。 それと 見て、 半 七 も 笑った。 

「や あ、 三 五郎 か。 久しぶり だ。 まあ、 はいれ」 

内へ 通されて、 客と 主人 は 向かい合った。 

「江戸 じゃあ 悪い 麻疹が はやる そうです が、 どなた も 



「横 浜に 何 かあつた のか」 

「わつ しら だけ じ や 纏まりそう もね え 事が 出来，^ した 

ので …… 」 

彼は弥 平の 子分で あるから、 本来なら ば 高 輪の 親分 

のと ころへ 荷 を 卸しそう な ものであるが、 江戸に いた 

ときに 半 七の 世話になった 事 も あり、 現に 去年の 三月、 

半 七が 『異人の 首』 の 捕物で 横 浜へ 出張った 時に、 そ 

の 手伝い をした 関係 も あるので、 彼 は 高 輪 を 通りぬ け 

うちわ 

て 神 田まで たずねて 来たらし い。 半 七 は 団扇 を 使いな 

がら 訊いた。 

「事に よつ ちゃ あ 踏み出しても いいが、 一体 どんな 筋 



いて、 主人 夫婦 を 殺して 金 を 取ろうと したの だろうと 

云う ことになるので すが …… 」 

「二人 は龃け 落ちで もした のか」 

あつ ナ 

「いいえ、 ただ 呆気に 取られて まご ま) J し て いる 処を 

すぐに 引き 挙げられて しまいました。 二人が 果たして 

出来合つ ていた こと は 白状し ましたが、 そのほかの 事 

はいつ さい 知らないと 云い 張って いて、 いくら 責めら 

れても 落ちね えので、 役人た ち もこの 二人に は 見切り 

を 付けて、 ほか を 探って みる 事に なった のです。 そこ 

で、 わつ しの 考える にゃあ、 ハリソン 夫婦 を 殺した 奴 

は ど う も 異人 仲間 じ や あねえ かと 思う ので すが 、 ど ん 



半 七 は その 写真 を 受け取って 眺める と、 成程 それ は 

二十 七 八から 三十ぐ らいの 細お もての 男で、 その 人品 

も 卑しくなかった。 

「おめえ はこれ を 知らね え か」 と、 半 七 は その 写真 を 

三 五郎に 見せた。 

「知りません ね」 

「多吉 を 連れて来れば よかった な」 

云う うちに、 へ ンリ— は 更に 他の 写真 をテ— ブルの 

ほ，.^ もく 

上に ならべた。 それ は本牧 あたりの 風景の 写真で あつ 

た。 次に 列べ られた 一 枚の 写真 —— それ を ひと 目 見る 

と、 半 七 も 松吉も 思わず 身 を 動かした。 それ は 女の 裸 



三 五郎 は 箸 をお くと すぐに 出て 行った が、 ゆう 七ッ 

半 (午後 五 時) 頃に、 汗 を ふきながら 戻って 来た。 彼 

はしご 

は 威勢よ く 階 子 を蚯け あがって、 半 七ら の 座敷に 顔 を 

出した。 

「いま 帰りました」 

うちわ 

「や あ、 御苦労」 と、 半 七 は 団扇の 手 を やすめた。 「ど 

うだ、 判った か」 

「わかりました。 最初に 大泉 という 奴 をたず ねる と、 

こいつ は 近 ごろ 来た 人間で、 島 田の こと はよ く 知らね 

えと 云う のです。 それから 橋 本と いう 奴のと ころへ 行 

くと、 これ は 大抵の こと を 知っていました。 橋 本の 話 



でも みんな 知っていて、 本人 も おれ は 西洋人に ついて 

修業して いるの だな どと 自慢して いると 云う ことです _ 

そこで、 親分、 どうします。 あした は 早々 に神奈 川へ 

行って みます か」 

「むむ。 コックと 雇い 女 を 調べて えの だが、 引き 挙げ 

られ ていち や あちつ と 面倒 だ。 ともかくも あした は 神 

奈 川へ 行って みょう。 本人 は 留守で も 弟子が 残って い 

るだろう」 

「じゃあ、 あした 又 出直して まいります」 

それから 世間話な ど をして、 三 五郎 は 帰った。 あし 

たは 早い からと 云う ので、 今夜 は 五ッ半 (午後 九 時) 



に は 一 文 もやらない ようでした」 

「お 角 は ほかに 情夫で も あるの か」 

「そんな 疑いが ある 様子で、 先生と お 角と は 仲がいい 

ように 見えながら、 また 時々 に は暄嘩 なぞ をす る 事 も 

とおか 

ありました。 お 角 は 六月の 十日 過ぎに 家 を 出て、 

r 一十 日頃まで 姿 を 見せませんで したが、 又 ふらりと 

帰って来て、 別に 変った こ ともなし に 暮らして いまし 

みそか 

たが、 その 晦日の 朝です。 先生と お 角 は 二人連れで 出 

かけました から、 多分 ハリソンの 家へ 行った のだろう 

と 思って いますと、 やはり 夕が たに 帰って来 ましたが、 

その 時には わたくし も 驚きました」 



です。 どうもお 角さん が 来たらし いと 思い ましたが、 

わたくし は 押して 詮議 もしませんでした。 ところで、 

その 翌日の 九日の ことです。 わたくし は 先生の 使 やら 

自分の 買物 やらで、 朝から 横 浜へ 出て 行きました。 つ 

いでに 友 だち の 家へ 寄って、 ひる 飯の 馳走な どに なり 

まして、 七ッ (午後 四時) 頃に 帰って来 ましたが、 そ 

のとき に 異人 館の 人殺しの 噂 を 聞きました。 ハリソン 

さんの 夫婦が 誰かに 殺された と 云う のです。 それ を 先 

生に 知らせようと 思って、 急いで 帰って来 ると、 先生 

は 見えません。 先生 も 人殺しの 噂 を 聞いて、 わたくし 

と 行き違いに 出て 行った のか も 知れない と 思って いま 



七 は 鑑定した。 

「先生と お 角が 飲みに 行く ところ は 何処 だ」 

それ は神奈 川の 台の 江 戸屋で あると、 吾 八 は 答えた。 

三 五郎 を 番人に 残して、 半 七 は 松吉を 連れてす ぐに 江 

戸屋へ 行った。 そこの 帳場で 聞き あわせる と、 島 田と 

お 角 は 九日の 四ッ半 (午前 十一 時) 頃から ここの 二階 

へ 来て、 八ッ半 (午後 三時) 頃まで 差し 向いで 飲んで 

いたが、 島 田 は 正体 もな く 酔い潰れて しまったので、 

お 角 は 駕籠 を 呼んで 貰って、 彼 を扶け 乗せて 帰った。 

いかに 酔い潰れて いると 云っても、 眼と 鼻の あいだ 

の 近いと ころ を 駕籠に 乗せて 帰る の は 少しお かしい と、 



の 扉に もい つの 間に か 錠が おろして ある。 あわててお 

角 は 両肌 を 入れて、 部屋 じゅうぐ るぐ ると 逃げ 廻って 

いました が、 なにしろ ここへ 閉じ こめられて 逃げ出す 

ことが 出来ない。 

い つ とき 

こうして 一 晌ほ ども 過ぎた 後に、 誰が あけた か 知ら 

ない が、 入口の 扉が 自然に あきました。 お 角 は 真つ 蒼 

になって 出て 来ました。 犬 も おとなしく 付いて 来 まし 

た。 

お 角 は 黙って 帰ろうと すると、 島 田 も 出て 来ました _ 

うち 

二人 はや はり 黙った ままで 神奈 川の 家へ 帰りました。 

これ はお 角 ひとりの 申し立てで、 ァグ ネス も 島 田 も 死 
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